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令和2年9月25日

会員数 名

男
女

名
名

シルバーショップ やすらぎ

（令和2年９月１日現在）

シルバーショップは、毎月第４木曜日の午前８時に開店します。
多くの皆様のご来店をお待ちしています。

648

429
219



令和２年９月 第64号 （2）会報　シルバーふくちやま

　

令
和
２
年
５
月
３０
日（
土
）午
後
１
時
３０
分

か
ら
第
３６
回
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
ご
来
賓
の
皆
様
へ

の
ご
招
待
を
見
合
わ
せ
、
会
員
表
彰
等
の

式
典
も
省
略
し
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
を
会
場
に
、
出
席
者

も
役
員
等
の
少
人
数
に
し
て
、
規
模
を
大

幅
に
縮
小
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
会

員
の
皆
様
に
は
、
事
前
に
委
任
状
ま
た
は

議
決
権
行
使
書
の
提
出
を
し
て
い
た
だ
き

議
決
の
意
思
表
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

中
里
嘉
久
理
事
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、

セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い

た
役
員
、
会
員
、
地
区
班
長
の
皆
様
を
ご

紹
介
し
功
績
を
称
え
感
謝
の
意
を
表
し
ま

し
た
。
皆
様
に
は
、
後
日
記
念
品
を
添
え

表
彰
状
、
感
謝
状
を
お
と
ど
け
い
た
し
ま

し
た
。

　

定
時
総
会
は
、
三
和
町
南
地
区
の
藤
田

輝
雄
会
員
を
議
長
に
選
出
し
議
案
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
上
程
さ
れ

ま
し
た
議
案
は
全
て
賛
成
多
数
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

公
益
社
団
法
人
福
知
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
第
３６
回
定
時
総
会
を
開
催
す
る
に
あ

た
り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
よ
り
非
常
事
態
宣
言
が
発
出
さ

れ
た
中
で
定
時
総
会
の
開
催
も
危
ぶ
ま
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
よ
う
な
設
営
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
会
員
の
皆
様
に
も
こ
の
状
況
を
十
分
ご

理
解
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
今
後
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
を
取
り
巻
く
社
会
的
・
経
済
的
環
境
は
大

き
な
変
化
が
起
こ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
状
況

は
大
変
厳
し
く
な
り
先
行
き
も
見
通
せ
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
何
も
か
も
大
き
く
移
り

変
わ
ろ
う
と
す
る
時
、
私
た
ち
は
毎
日
を
生
き

抜
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
シ
ル

バ
ー
世
代
の
英
知
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
し
て
、

こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
退
任
さ
れ
る
監
事
様
、
理
事
様
並
び

に
地
区
班
長
様
に
は
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
場
に

て
表
彰
状
並
び
に
感
謝
状
を
お
渡
し
す
る
の

が
本
来
で
す
が
、
ご
紹
介
の
み
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、
皆
様
の
お

力
添
え
を
い
た
だ
き
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・

共
助
」
の
精
神
を
生
か
し
て
、
会
員
、
役
職
員

一
同
力
を
合
わ
せ
て
組
織
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
い
た
だ

く
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
一

日
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

が
終
息
す
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
福
知
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
第
３６
回
定
時
総
会
の
御
盛
会
を
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
な
か
高
齢
者
の
社
会
参

加
を
支
え
生
涯
現
役
と
し
て
活
躍
で
き
る
社
会

創
り
に
貢
献
す
る
皆
様
の
取
組
み
に
心
よ
り
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　

今
回
の
定
時
総
会
を
契
機
に
皆
様
の
活
動
が

ま
す
ま
す
発
展
さ
れ
る
こ
と
、
並
び
に
皆
様
の

御
健
勝
と
御
多
幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

令和２年度令和２年度令和２年度 定時総会開催定時総会開催定時総会開催第36回

理
事
長 

中
里
嘉
久
の
挨
拶

福
知
山
市
長

大
橋
一
夫
様
の
メ
ッ
セ
ー
ジ



（３） 第64号 令和２年９月会報　シルバーふくちやま

◆
当
日
の
会
員
数　
　
　
　

６
７
７
人

◆
出
席
者
総
数　
　
　
　
　
　

３
４
人

◆
委
任
状
提
出
者
数　
　
　

３
８
６
人

◆
議
決
権
行
使
書
提
出
者
数　

６
６
人

第
１
号
議
案　

令
和
元
年
度
事
業
報
告
に
つ

い
て　

第
２
号
議
案　

令
和
元
年
度
収
支
決
算
報
告

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

監
査
報
告

第
３
号
議
案　

理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任

に
つ
い
て

第
４
号
議
案　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

報
告
第
１
号　

令
和
元
年
度
収
支
補
正
予
算

に
つ
い
て

報
告
第
２
号　

令
和
２
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て

報
告
第
３
号　

令
和
２
年
度
収
支
予
算
に
つ

い
て

出
席
者
数
、委
任
状
及
び
議
決
権

行
使
書
の
状
況

議
案

報
告 令和２年度 定時総会開催

報
告
第
４
号　

自
立
運
営
活
動
資
金
要
綱
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

報
告
第
５
号　

物
損
事
故
等
に
伴
う
賠
償
金

の
一
部
負
担
金
の
徴
収
に
関

す
る
取
扱
い
要
綱
の
制
定
に

つ
い
て

役　職

理 事 長

副理事長

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

中　里　嘉　久

渡　邉　満　子

足　立　和　則

芦　田　胤　雄

大　槻　博　志

尾　上　好　江

加　藤　洋　行

門　野　道　子

小　網　敏　子

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

専務理事

監　　事

監　　事

坂　本　　　葵

岶　尾　　　充

松　浦　征　彦

安　田　信　彦

山　地　信　一

荒　木　一　昌

保　田　逸　二

竹　下　義　崇

氏　　　名 役　職 氏　　　名役　職 氏　　　名

前 理 事

前 理 事

前 監 事

亀　井　吉　晃

浅　尾　　　美

藤　田　繁　樹

新　役　員退  任  役  員



令和２年９月 第64号 （4）会報　シルバーふくちやま

　
●
健
全
な
安
定
し
た
事
業
経
営

　

と
自
主
財
源
の
確
保

●
安
全
就
業
と
健
康
管
理
の
徹

　

底
●
適
正
就
業
の
実
施

●
会
員
の
増
強

●
就
業
開
拓
と
受
注
拡
大

●
職
群
班
の
育
成
強
化

●
独
自
事
業
の
推
進
と
自
立
推

　

進
●
地
区
班
の
活
動
の
推
進

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
社
会

　

参
加
活
動
の
推
進

●
普
及
啓
発
活
動
の
推
進

●
情
報
収
集・提
供・調
査
研
究

●
個
人
情
報
の
保
護

●
組
織
体
制
の
充
実
強
化

●
事
務
局
機
能
の
充
実
強
化

●
会
員
の
福
利
厚
生
の
推
進

令
和
２
年
度

事
業
計
画

亀
井　

吉
晃 

様

理　

  

事

四
方　
　

寛 

様

牧　
　
　

剛 

様

酒
井
喜
美
子 

様

門
野　

道
子 

様

佐
竹　

勝
子 

様

渡
邉　

満
子 

様

藤
田　

健
一 

様

中
島
佐
智
子 

様

松
本　
　

晃 

様

木
村　
　

正 

様

吉
川
香
代
子 

様

桑
原　

長
利 

様

正 

会 

員

浅
尾　
　

美 

様

理　

  

事

青
木　

繁
實 

様

赤
瀬　

満
修 

様

田
辺　

和
樹 

様

保
田　

逸
二 

様

髙
橋　

啓
久 

様

西
村　

實
好 

様

今
福　

庄
治 

様

岡
村　
　

進 

様

山
地　

信
一 

様

地
区
班
長

藤
田　

繁
樹 

様

監
事
・
地
区
班
長

表  彰  状表  彰  状

感  謝  状感  謝  状



（5） 第64号 令和２年９月会報　シルバーふくちやま

定例理事会

表  彰  状

感  謝  状

担　当　役　員
各地区担当理事

中学校区 氏　　　　　名
専門部会担当理事

部会名 氏　　　　　　名

（敬称略）

（敬称略）

普及啓発
部　　会

就業開拓
部　　会

安全就業
部　　会

事業推進
部　　会
（公　共）

事業推進
部　　会
（民　間）

総務部会

渡　邉　満　子
坂　本　　　葵
山　地　信　一
渡　邉　満　子
大　槻　博　志
門　野　道　子
渡　邉　満　子
大　槻　博　志
尾　上　好　江
専務理事　荒木 一昌
渡　邉　満　子
芦　田　胤　雄
尾　上　好　江
山　地　信　一
大　槻　博　志
門　野　道　子
坂　本　　　葵
安　田　信　彦
渡　邉　満　子
芦　田　胤　雄
大　槻　博　志

小　網　敏　子
加　藤　洋　行
専務理事　荒木 一昌
安　田　信　彦
足　立　和　則
専務理事　荒木 一昌
坂　本　　　葵
松　浦　征　彦
岶　尾　　　充

小　網　敏　子
加　藤　洋　行
専務理事　荒木 一昌

松　浦　征　彦
岶　尾　　　充
足　立　和　則
専務理事　荒木 一昌
門　野　道　子
松　浦　征　彦
専務理事　荒木 一昌

桃　映

南　陵

成　和

六人部

川　口

日　新

大　江

三　和

夜久野

地区名
大正
庵我
惇明
昭和
修斉
下川口
上豊富
上六人部
中六人部
下六人部
上川口
三岳
金谷
金山
雲原
雀部
遷喬
成仁
佐賀

大江

三和南
三和北

夜久野

大　槻　博　志・松　浦　征　彦
小　網　敏　子

芦　田　胤　雄・坂　本　　　葵
安　田　信　彦

門　野　道　子・足　立　和　則
岶　尾　　　充・加　藤　洋　行

芦　田　胤　雄・小　網　敏　子
坂　本　　　葵

尾　上　好　江・足　立　和　則
岶　尾　　　充

渡　邉　満　子・加　藤　洋　行
山　地　信　一

渡　邉　満　子・松　浦　征　彦
尾　上　好　江

渡　邉　満　子・大　槻　博　志
芦　田　胤　雄

門　野　道　子・山　地　信　一
安　田　信　彦

　センターの組織活動を促進するため、理事会に専門
部会を編成し、積極的な組織運営を図ると共に、担当
理事を中心に個別の課題について役割を分担して理事
会の積極的な活動を促す組織体制を整える。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

３
密
を
避
け
て
開
催
し
ま
す
。



令和２年９月 第64号 （6）会報　シルバーふくちやま

各 種 委 員 会 委 員
適正就業推進委員会委員（13名）
役職名 氏　　　名 摘　　要

（敬称略・順不同）

（敬称略・順不同）

（敬称略・順不同）

（敬称略・順不同）

委　員
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員
委　員

渡　邉　満　子
芦　田　胤　雄
大　槻　博　志
小　網　敏　子
足　立　和　則
細　尾　三洋治
青　木　繁　實
福　井　　　勉
大　槻　弘　之
杉　田　和　明
西　村　カズ子
大　槻　ノリ子
荒　木　一　昌

地区名
雀　部
中六人部
三和町北
庵　我
成　仁
昭　和
遷　喬
上六人部
佐　賀
成　仁
下六人部
大　正
事務局

会員・理事 
会員・理事 
会員・理事 
会員・理事 
会員・理事 
会員 
会員 
会員 
会員 
会員 
会員 
会員 
専務理事

事務局 山　中　明　彦 事務局 事務局次長兼業務課長

編集委員（8名）
地区名 氏　　　名 摘　　　要
修 　 斉
惇 　 明
昭 　 和
上六人部
成 　 仁
庵 　 我
上 豊 富
大 江 町

門　野　道　子
安　田　信　彦
加　藤　洋　行
大　槻　祥　二
森　　　正　宣
谷　口　幸　美
大　橋　初　男
中　路　　　実

理事
理事
理事
会員
会員
会員
会員
会員

事 務 局 荒　木　一　昌
津　田　喜代志

事務局長
総務課長

安全就業委員会委員（8名）
役職名 氏　　　名 摘　　　要
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員

坂　本　　　葵
小　網　敏　子
田　中　康　弘
髙　橋　啓　久
山　下　実千穂
亀　井　吉　晃
山　田　博　允
荒　木　一　昌

担当理事
担当理事
地区班長（上六人部地区）
職種班
職種班
職種班
会員
専務理事

事 務 局 山　中　明　彦
松　本　義　男

事務局次長兼業務課長
業務課業務係長

事故調査会議委員（6名）
役職名

役職名 氏　　名 摘　要
（敬称略・順不同）

会　長
副会長
庶務・会計
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
幹　事
事務局長
監　査
監　査

畠中　保穂
田中　美幸
楠元　　學
牧　　　変
大林　清子
森下やすゑ
岸本　　正
谷口　幸美
細見　克彌
松本　五郎
山根　道子
荒木　一昌
保田　逸二
竹下　義崇

会　員
会　員
会　員
会　員
会　員
会　員
会　員
会　員
会　員
会　員
会　員
事務局
監　事
監　事

事務局
担　当

津田喜代志
四方加津之

総務課長
総務課職員

氏　　　名 摘　　　要
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員

坂　本　　　葵
桐　村　達　夫
石　川　　　勉
山　田　博　允
荒　木　一　昌

安全就業委員会委員
職種班班長
会員
会員
専務理事

　

５
月
３０
日（
土
）定
時
総
会
に
引
き
続
き
、
会
員
互
助
会
定
期
総
会

を
開
催
し
ま
し
た
。　
　
　
　

■
議　

事

　

第
１
号
議
案　
　

令
和
元
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　

第
２
号
議
案　
　

令
和
元
年
度
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

監
査
報
告

　

第
３
号
議
案　
　

令
和
２
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

　

第
４
号
議
案　
　

令
和
２
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

　

第
５
号
議
案　
　

役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

上
程
さ
れ
た
議
案
は
、す
べ
て
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

会
員
互
助
会 

第
16
回
定
期
総
会
を
開
催

会員互助会 新役員

役職名 氏　　名
（敬称略・順不同）

前副会長
前幹事
前幹事
前幹事
前幹事
前幹事

大槻ノリ子
河内　凉子
桐村久美子
四方　吉和
細尾三洋治
飯島由起子

会員互助会 退任役員

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

　

止
の
た
め
、
令
和
２
年
度
事
業

　

の
多
く
が
中
止
と
な
り
ま
す
。
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令和2・3年度　地区班長等役員・互助会協力員名簿 令和2年4月1日現在

地区名 役　職 氏　　名
惇　　明

昭　　和

大　　正

雀　　部

成　　仁

班   長
副班長
副班長
地区員

※地区員
地区員
地区員

※地区員
※互助会協力員
班   長
副班長
副班長
地区員
地区員
地区員
地区員
地区員
地区員
地区員
地区員

互助会協力員
班   長
副班長
副班長
地区員
地区員
地区員
地区員

互助会協力員
班   長
副班長
地区員
地区員
地区員
地区員
地区員
地区員
地区員

互助会協力員
班   長
副班長

互助会協力員

松　浦　征　彦
赤　井　　　淳
藤　井　秀　雄
谷　掛　妙　子
赤　井　　　淳
審　良　鈴　代
中　野　喜久栄
藤　井　秀　雄
赤　井　　　淳
牧　　　　　変
竹　下　義　崇
楠　元　　　學
畠　中　保　穂
芦　田　久美子
金　山　光　男
細　尾　三洋治
谷　垣　秋　雄
井　元　智　恵
荒　木　礼　子
青　木　とし子
桐　村　達　夫
横　田　義　和
吉　田　　　勲
吉　田　久仁夫
松　野　重　雄
藤　原　兼　雄
坪　井　　　隆
谷　渕　三　男
大　槻　ノリ子
後　田　正　行
田　渕　義　和
松　山　壽　子
山　本　直　義
深　川　秀　基
土　田　則　男
芦　田　昭　子
柏　木　光　夫
佐　藤　文　男
中　川　さつき
山　田　貞　行
三　好　富士男
足　立　重　治

地区名 役　職 氏　　名
遷　　喬

庵　　我

佐　　賀

修　　斉

上 豊 富

下六人部

班   長
副班長
地区員
地区員
地区員
地区員
地区員

※互助会協力員
班   長
副班長
地区員
地区員
地区員
地区員
地区員
地区員

互助会協力員
班   長
副班長

互助会協力員
班   長
副班長
副班長
地区員

※地区員
地区員
地区員
地区員
地区員
地区員

※互助会協力員
班   長
副班長

互助会協力員
班   長
副班長
地区員
地区員

互助会協力員

上　田　洋　一
青　木　繁　實
片　山　砂　雄
嶋　田　孝　正
森　下　英　二
高　橋　　　章
神　野　克　行
高　橋　　　章
塩　見　　　均
田　内　　　稔
安　達　博　明
西　田　典　右
谷　口　幸　美
山　中　光　男
塩　見　　　需
浦　岡　みどり
小　網　敏　子
松　本　五　郎
田　辺　節　子
四　方　吉　和
藤　田　隆　雄
門　野　道　子
田　辺　和　樹
荒　木　靜　男
門　野　道　子
谷　口　敏　郎
田　辺　良　博
森　田　義　巳
田　辺　一　正
片　岡　庸　行
田　辺　良　博
藤　林　孝　司
大　橋　初　男
足　立　忠　男
南　野　幹　夫
竹　本　昌　保
坂　本　　　葵
笹　田　鈴　子
山　口　省　三

地区名 役　職 氏　　名
中六人部

上六人部

下 川 口

上 川 口

金　　谷

三　　岳

金　　山

雲　　原

三和町北

三和町南

夜久野町

大 江 町

班   長
副班長

※互助会協力員
班   長
副班長

互助会協力員
班   長
副班長

※互助会協力員
班   長
副班長
地区員
地区員

互助会協力員
班   長
副班長

互助会協力員
班   長
副班長

互助会協力員
班   長
副班長

互助会協力員
班   長

互助会協力員
班   長
副班長

互助会協力員
班   長
副班長

互助会協力員
班   長
副班長
地区員

互助会協力員
班   長
副班長

互助会協力員

堀　　　　　譲
堀　　　良　行
堀　　　良　行
田　中　康　弘
大　槻　祥　二
福　井　　　勉
松　井　輝　明
奥　村　由紀代
奥　村　由紀代
桐　村　麟之介
西　村　壽　彦
藤　田　健　一
小　川　　　進
阪　梨　範　明
今　福　五　男
今　福　庄　治
横　岡　奈津代
谷　　　光　幸
山　下　実千穂
田　中　文　雄
安　達　文　彦
佐　竹　勝　子
大　林　清　子
渡　辺　長　義
山　村　　　隆
田　中　孝　夫
谷　野　正　大
東　山　初　代
藤　田　輝　雄
足　立　　　保
細　見　克　爾
岶　尾　　　充
西　　　和　宏
衣　川　　　進
居　合　和　子
新　田　　　要
山　地　信　一
中　嶋　れい子

※印は兼務

シルバーショップ  やすらぎ
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、３月から中
止していましたシルバーショップを７月から再開しまし
た。シルバーショップでは引き続き、会員の皆さんが、
丹精込めて作った野菜や花などを販売します。
　毎月第４木曜日午前８時に開店します。多くの皆さんの
ご来店をお待ちしています。
■場所：福知山市シルバー人材センター（ワークプラザ）
　　　　福知山市昭和新町162番地
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傷害事故
物損事故

令和2年度 安全就業対策について

◆令和元年度の事故発生状況

●安全就業委員会

R1 H30 増減 事故の主な内容
7
18

10
11

▲3
7

転倒転落３、 その他４
車両８、 破損５、 切断３、 飛び石２

　令和２年７月８日、令和２年度第１回安全就業委員会を開催しました。
　委員長に坂本 葵会員、副委員長に髙橋 啓久会員を選出し、令和２年度安全就業委員会の取り
組みについて検討し、安全就業委員会による安全パトロールの実施、就業前の安全確認や就業中
の安全対策に重点を置いて安全就業に努め、「事故０運動」を継続実施することとしました。

安全対策

　安全就業はシルバー事業の基本であり、発注者や地域社会からの信頼と存在感を得るためにたいへ
ん重要な要素です。「安全は全てに優先する」「安全なくして就業なし」を合言葉に「事故０運動」を
継続実施します。

　令和元年度の傷害事故の発生原因は、転倒・転落が３件となっており骨折で長期休業となった会
員もありました。また、幸い軽症で済んだものの重症の危険性があった裂傷等も発生しました。
　物損事故では、従来から事故原因で多かった機械除草中の飛び石事故は２件と減少しました。一
方、車両運転中の事故、特に車両後進時の事故が多発しました。
　傷害事故、物損事故とも慣れからくるちょっとした不注意が事故の原因になっています。あわて
ず、無理をせず、周囲を確認して事故のない安全就業を推進しましょう。

飛び石防止
　ナイロンカッターは使用しない
　飛び石防護ネットの使用
作業時におけるヘルメットの着用
就業前の安全確認の徹底
再発防止のための顛末書・理由書の提出

○ 横着な気持ち、行動を見直します。
○ 危なかった経験をいつも思い出し、危険予知
 　に活かします。
○ 人に指摘されたことは、素直に受け入れます。
○ 体調、能力を心得て仕事します。
○ 仲間の危険を感じたら、注意、おせっかいを
　 します。
○ 無事故、無災害での仕事貫徹を仲間と共に喜
　 びます。

安全就業委員会の様子

事故０運動の具体的取り組み
安全パトロールの実施
　安全就業委員会による安全パトロール（７月か
　ら10月毎月実施）
安全講習会の実施
　交通安全講習会　１月から２月に開催予定
　安全就業のぼり旗、作業中看板等安全就業啓
　発資材の活用

安全就業全国統一スローガン

「いつまでも　働く喜び　無事故から」

ある会員の作業心得
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熱中症に注意して、安全就業実施中熱中症に注意して、安全就業実施中熱中症に注意して、安全就業実施中
　今年の夏も暑い日が続きました。新型コロナウイルス感染拡大防止と熱中症に注意して、
安全就業に努めました。

◆安全パトロールの実施状況
・令和2年7月21日（火）・令和2年8月20日（木）
　就業現場をパトロールして、安全就業の実態を確認しました。就業現場では、班長から就業前
の安全確認の実施状況や安全対策の実施状況を聞き取るとともに状況を点検しました。大部分は
適正に安全就業の実施に努められていましたが、一部に不備が見られその場で指摘しました。
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今年も…健診、行こうや！今年も…健診、行こうや！今年も…健診、行こうや！今年も…健診、行こうや！
なぜ、健診を受けないといけないの？

健診でわかること！

　動脈硬化を進め、血管を傷つける要因を振り返り、『高血圧』『高血糖』
『脂質異常』などが起きていないかを調べます

　初期段階に自覚症状はほとんどなく、
気づいたときには重症化していること
があります。
　生活習慣病をいち早く見つけて改善
するために健診を受けましょう！

なぜ、健

気
が

主
な
死
因
別
死
亡
数
の
割
合（
平
成
30
年
）

（
厚
生
労
働
省 「
人
口
動
態
統
計
」 

よ
り
）

さ
ら
に
、
進
行
す
る
と

生活習慣病は死因の50％以上！生活習慣病は死因の50％以上！

がん
27.4％

心疾患
15.3％

老衰 8.0％脳血管疾患 7.9％
肺炎 6.9％

不慮の事故 3.0％
腎不全 1.9％
自殺 1.5％

その他
28.1％

診察など
脂質異常症
糖尿病
肝臓病
腎臓病

問診、血圧測定、身体計測
中性脂肪、HDLコレステロール、LDLコレステロール
空腹時血糖、HbA1c
AST（GOT）、ALT（GPT）、γ-GTP
尿たんぱく、e-GFR

「福知山市国民健康保険」「後期高齢者医療保険」に加入の人は、下記へお問い合わせください。

※健診のお問い合わせは、それぞれが加入する医療保険へ、お問い合わせください。

人間ドック：福知山市 保険年金課（電話：24-7015・7018）
特 定 健 診：　　　　 健康医療課（電話：23-2788）

今、あなたに知ってほしい。

健診結果について気になることがあれば、健康医療課へご相談ください。

健診を受けて、体からのメッセージを聞こう！

動脈硬化は見えない間に進行！

心筋梗塞
大動脈瘤

脳梗塞

腎不全
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今、想う!

　ピーポー、ピーポーと今日もまた、けたたましいサイレンの音が街の中を鳴り響いてい
る。ああ、また事故か、それとも…。あ、サイレンの音が止まる。そっと窓を開ける。
アー！病人か。一同に窓が開く、近隣の人と目が合い頭を下げる、昔なつかしい光景が甦
る？
　それが今や見ることさえできない。隣の人は何する人ぞ？無関心である。
　新聞紙上を賑わす活字、高齢者の逆走車、認知症、孤独死。これらの活字を打ち消すた
めにも、元気で100年時代を生き抜く団塊の世代が主役を演じ、人材センターで健康的か
つエンジョイしながら社会貢献活動と悔いのない余生を愉しく暮らすための資金作りも必
要である。幸いにして、二度の退職を終えシルバー人材センターに加入し、三度目の仕事
を与えていただき感謝と決意をしています。
　仕事上は、精神的負担もたくさんのしかかる勤務状態ではありますが、それらに屈せず
シルバー人材センターとともに100年時代を生き抜く覚悟で精進します。

大正地区 高　橋　二三男

老いてこそ人生かな

　某会社を60才にて定年を迎えて、即シルバー人材センターにお世話になりまして、ちょ
うど26年となりました。おかげさまで今日行く（教育）、今日用（教養）に恵まれて、多種
多様な仕事で多くの経験をさせていただき感謝するのみでございます。
　某会社での41年間は、毎日が変わり映えしないことの繰り返しで、特に経験を語ること
もありませんが、人生すべてが経験の生涯と思っていますので、今や定年後の経験こそが
我が人生であるような気がしています。
　今や人生100年時代などと言われていますが、実際には明日をも知れない今日一日の充
実が人生と思います。いよいよ私も終活に入ってまいりまして、手広く実施してきました
ことも次々と引退しつつあります。釣りやグランドゴルフなど段々と体力にも限界がきつ
つあり、さらに生活面では二畝程の畑の野菜作りも昨年で止めて、お墓を建て、仏壇を備
え付け、ある寺院様の檀家となり、行く道の備えをしています。
　ただし、生ある間はまだまだ精一杯に生き抜く心算で、ただいま料理を憶えようと日ご
とにテレビの料理番組を録画して少しずつ手がけるようにチャレンジしています。それと
これも２６年続けている「さわやかシルバー卓球」も体力の続く限りやっていこうと思っ
ています。
　今ひとつ残念なのが、毎日を賑わしている新型コロナウイルス禍のなか、３密を避ける
ためにカラオケを自重していることがあります。でも老いの人生は楽しいものです。
　最後になりましたが、シルバー人材センターのご発展を心より祈念申し上げます。どう
もありがとうございました。

成仁地区 小　林　宣　男

会 員 の 声会 員 の 声
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事
務
局
職
員
の
異
動・紹
介

●
退　
　

職

・
事
務
局
次
長

　
　

芦
田　

正
人
（
令
和
２
年
３
月
末
付
）

・
業
務
課
長

　
　

丸
山　

政
幸
（
令
和
２
年
３
月
末
付
）

・
総
務
課
臨
時
職
員

　
　

大
槻　

貞
巳
（
令
和
２
年
３
月
末
付
）

●
新
規
採
用
（
令
和
２
年
４
月
１
日
付
）

　

10
月
２
日（
金
）　
　

10
月
１4
日（
水
）

　

11
月
４
日（
水
）　
　

11
月
17
日（
火
）

　

12
月
１
日（
火
）　
　

12
月
11
日（
金
）

　

１
月
15
日（
金
）　

※

１
月
は
１
回
の
み

　

２
月
１
日（
月
）　
　

２
月
16
日（
火
）

　

３
月
１
日（
月
）　
　

３
月
12
日（
金
）

場
所
：
公
益
社
団
法
人

　
　
　

福
知
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　

福
知
山
市
昭
和
新
町
１
６
２
番
地

時
間
：
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時

電
話
：
０
７
７
３
（
２
３
）
７
６
７
７

要
件
：
福
知
山
市
内
に
お
住
ま
い
の
健
康
で

　
　
　

働
く
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
方

（
令
和
２
年
１０
月
〜
令
和
３
年
３
月
）

事
務
局
次
長
兼

業
務
課
長

山　

中　

明　

彦

足 

立　

昌 

弘 

様
（
修
斉
地
区
）

令
和
２
年
４
月　

逝
去

石 

井　

康 

弘 

様
（
昭
和
地
区
）

令
和
２
年
６
月　

逝
去

入
会
説
明
会
の
日
程

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

編

集

後

記

○
こ
の
た
び
編
集
委
員
長
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
様
か
ら
の
ご
意
見
、
こ
要
望
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
情
報
の
発
信
と
よ

り
充
実
し
た
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
田　

信
彦

○
こ
の
た
び
編
集
委
員
を
仰
せ
つ
か
り
ど
う
な
る
こ
と
か
と
思
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
活
発
な
意
見
が
出
て
な
ん
と
か
編
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
よ
り
よ
い
情
報
を
お
届
け
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
野　

道
子

○
編
集
委
員
２
期
目
と
な
り
ま
す
。
会
報
の
使
命
で
あ
る
会
員
の
皆
様
へ
の
情

報
発
信
は
当
然
の
こ
と
、
就
業
の
様
子
、
各
ク
ラ
ブ
の
活
動
状
況
等
の
紹
介

を
通
じ
、
会
員
の
増
加
に
結
び
つ
く
紙
面
を
作
っ
て
生
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

洋
行

○
広
報
の
役
割
を
何
処
に
求
め
る
か

　

㋑
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
求
め
に
応
ず
る
も
の
と
す
る
な
ら
、

　

そ
の
要
望
は
個
々
の
会
員
の
事
情
に
よ
り
多
岐
と
思
わ
れ
る
。

　

㋺
会
員
外
に
求
め
る
な
ら
ば　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
日
常
活
動
を
記

　

載
し
、
理
解
を
求
め
れ
ば
よ
い
。

　

㋑
の
会
員
の
要
望
が
何
処
に
あ
る
の
か
悩
ん
で
い
る
。　
　
　

大
槻　

祥
二

○
先
輩
委
員
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
、
会
員
の
み
な
さ
ん
に
楽
し
く
目

を
通
し
て
い
た
だ
け
る
会
報
誌
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　
　

正
宣

○
広
報
誌
の
編
集
委
員
を
お
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
も

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
「
コ
ロ
ナ
」
心
配
し
な
が
ら
生
活
し
て
お
ら
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
身
近
な
出
来
事
や
可
愛
い
ペ
ッ

ト
の
写
真
な
ど
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
口　

幸
美

○
編
集
委
員
を
お
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
夏
71
歳
に
な
り
ま
し
た
が
私
の
職
場
に
は

83
才
の
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
新
人
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
　
　

大
橋　

初
男

○
会
員
に
加
え
て
い
た
だ
い
て
３
年
目
、
編
集
委
員

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
楽
し
い
紙
面
づ

く
り
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
路　
　

実

大
変
お
世
話
に
な
り
、

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。


